
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 11 ⽉ 28 ⽇
通巻 第 32 号

東京都教育庁指導部    
義務教育特別⽀援教育指導課

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン）

SSccrruumm ―スクラム― 

●●「児童・⽣徒の学⼒向上を図るための調査」の結果から●● 
指導部主任指導主事  平井 邦明

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の概要については、「『児童・生徒の学力向上を図るための調査』調査結果説明会」において説

明をさせていただいたところですが、より詳細な分析結果や指導のポイント等については「平成 25 年度児

童・生徒の学力向上を図るための調査報告書」にて確認いただき、授業改善等に役立てていただきたいと

思います。 

さて、今回の調査では、小学校・算数や中学校・数学など一部の教科において、下位層の割合が昨年度

より増加していることが明らかとなりました。特に、算数と数学では、これまでと同様に「上位層から下

位層まで幅広く分布している状況」が見られました。これは、系統性の強い積み上げ型の教科であること、

今の学習内容が十分定着しないまま進級することで、次の学年の内容も分からなくなり、さらには学習全

体に対する意欲の低下にも繋がるという状況が生じやすい教科であることなどが原因と考えられます。 

先日、ある学校を訪問した際、算数の授業にボランティアとして支援に入っている地域の方が、次のよ

うに話していました。「習熟の遅い子供たちを支援しているのですが、今の学習内容をどんなに丁寧に教え

ても、つまずいている箇所に立ち戻ってあげなければ、理解は難しいと思うのです。支援をする中で、

45 分間という授業時間が、子供にとってどのような意味をもっているのかと考えさせられます。」 

子供たちに確かな学力を身に付けさせるためには、調査結果を今後の授業改善に生かし、「つまずきに応

じた指導の工夫」や「前の学年の学習内容に立ち戻る指導」を推進することが必要となりますが、その前

に、「本調査で間違えてしまった問題を確実にできるようにさせる取組」が大切なのではないでしょうか。

７月４日（木）に実施した、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果がまとまりました。各学校

や区市町村教育委員会におかれましては、調査結果の集約等に御協力いただき、ありがとうございました。
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東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存じですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図る

ことを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしてい

ただければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 東京都教育委員会ホームページ・トップページ

の下の方に、このバナーがあります！  

    

学び応援ページを御活⽤ください！ 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 
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調査結果から抽出・分析された課題のうち、即時的な対応が難しいものについて
は、実施中の年間指導計画を見直したり、次年度の年間指導計画の作成に反映させ
たりするなど、中・長期的に対応することが必要です。 

平平平成成成 222555 年年年度度度「「「児児児童童童・・・⽣⽣⽣徒徒徒ののの学学学⼒⼒⼒向向向上上上ををを図図図るるるたたためめめののの調調調査査査」」」   
調調調査査査結結結果果果ののの分分分析析析かかかららら授授授業業業改改改善善善へへへ ３３３   

 前号に引き続き、『児童・生徒の学力向上を図るための調査』の調査結果に基づく授業改善の手だてにつ
いて御紹介します。前号では「短期的な取組」についての事例を御紹介しました。本号では、「中・長期的
な取組」の事例を御紹介します。 

〈中学校国語の例〉「目的に応じて書くこと」に課題がある。 

12 月 

３月 

２月 

１月 

 【書くこと】の単元（例） 

『学習発表会の案内状を書こう』 

（行事の案内を書く。） 

 例えば中学校国語において、課題として「目的に応じて書くこと」が抽出されたとします。このような能
力については、短期的に集中して身に付けさせるのではなく、中・長期にわたって継続的に繰り返し指導し
ていくことが効果的です。年間指導計画の未実施部分を見直し、次の「書くこと」の単元で重点的に指導し
たり、「話すこと・聞くこと」や「読むこと」の単元に「目的に応じて書く（話す）」活動を取り入れたりす
ることで、課題の解決を図っていくことが大切です。 

 ●「目的に応じて書く」指導に重点を置く。 

 【話すこと・聞くこと】の単元（例）

『わたしの行きたい都道府県を紹介しよう』

 （日常生活の中の話題について話す。） 

 【読むこと】の単元（例） 

『人物の心情をとらえよう』 

（課題に沿って読む。） 

近隣の小学生や地域の方に学習発表会に来ても

らうために、言葉遣いや全体の構成、学習発表会

の魅力の伝え方などの観点から、工夫と効果を考

えて書くことを、重点的に指導する。 

 ●「目的に応じる」設定を強化する。 

  スピーチの内容にどの程度説得力があったかを

聞き手に評価させる。話し手は自分が行きたい理

由や選んだ都道府県の魅力を、聞き手が納得する

ように話すために、内容や構成を工夫する。 

 ●「目的に応じて書く」活動を取り入れる。 

  登場人物の一人に着目させ、その人物の視点か

ら「作品の紹介文」を書かせる。本文から適切に

人物の心情を読み取れているか、作品の魅力を的

確に捉えられているかをみる。 

年間指導計画 年間指導計画の改善 

（課題の解決を図る手だて） （これから実施する単元）

調査結果を活用することで、
授業改善推進プランの作成・実
施・検証・改善という授業改善
サイクルを効果的に実施する
ことができます。 

次年度の 

年間指導計画

の作成 

 ●継続した指導を行う。 

  当該学年の生徒の次年度の年間

指導計画を作成する際に、目的に

応じて書くことを指導する場面

を、意図的・計画的に取り入れる。

  「話すこと・聞くこと」「読むこ

と」の単元の中に、目的に応じて

話したり書いたりする活動を、意

図的・計画的に取り入れる。 
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調査問題のできなかった問題について復習させ、「なぜできなかったのか」「どこ
を間違えてしまったのか」を児童・生徒自身に確認させたり、「分かるようになっ
た」「できるようになった」という実感をもたせたりすることも大切です。 

〈小学校算数の例〉「複合図形の面積の求め方」に課題がある。 

正答率 

見られる問題 
今年度やや改善されたが引き続き課題の
前年度の同じ問題の正答率 55.9％ 

61.3％

7cm 

4cm 

Step１ 

Step３ 

Step２ 

Step４

これなら分かる・これならできる〈既習事項を確認する〉

四つの角が直角の四角形
の面積は、たての辺の長さと
横の辺の長さをかければ求
められます。 

面積の求め方が 
分からない 

式のたて方が分からない。 
計算を間違えた。 

たての辺の長さ×よこの辺
の長さだから、式は４×７にな
ります。計算すると 28 になる
ので、答えは 28cm２です。 

そうか・なるほど〈既習事項と課題とを結び付ける〉 

二 つの四 角形 に分 け
て、一つずつの面積を求
めて合計すれば、図の面
積が求められます。 

三つの四角形に分け
ることもできるし、大き
い四角形から小さい四
角形を切り取っても求
められそうです。 

分かった・できた〈知識・技能を活用して課題を解決する〉

 「児童・生徒の学力向上を
図るための調査」の調査問題
は、「学び応援ページ」で閲
覧することができます。 

５(1)より 

５(1)より 

面積の求め方は分かっ
ていたのだけれど、答え
が間違っていたのはなぜ
だろう。 

複雑な形だなぁ。 
どうやって面積を求め

ればよいのだろう。 
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数と式「⽂字を⽤いた式の四則計算」
⽂字を⽤いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できるようにする。 

学学学年年年ををを超超超えええててて⽴⽴⽴ちちち戻戻戻るるる指指指導導導ののの例例例   
 

調査問題のできなかった問題について誤答の要因を分析し、関連
する学習内容に立ち戻って指導することが大切です。 

〈中学校数学の例〉「文字と式」 

本問のねらい 

正方形の形に並べたマッチ棒の本数

の求め方を表す式から、求め方を表す図

や説明を考えることができるかをみる。 

正 答 

（和夫くん） 図「イ」 説明「Ｂ」

       正答率 51.3％ 

（美佳さん） 図「ア」 説明「Ｃ」

       正答率 48.7％ 

誤答の分析と立ち戻る学習内容 

 
本問を正答するために 

必要な学習内容 

 
本問の誤答の要因 

 
本問が誤答である生徒が 

立ち戻る学習内容 

数量関係「伴って変わる二つの数量の関係」

・□，△などを用いた式 

数量関係「数量の関係の見方や調べ方」 

・簡単な式で表されている二つの数量関

係を調べる。 

数量関係「文字を用いた式」 

・数量を表す言葉や□，△などの代わり

に、a , x などの文字を用いて表す。 

数と式「文字を用いた式」 

・数量の関係や法則などを文字を用いた

式に表す。 

小
５

小
６

中
１

小
４

① 4＋3（n－1）という

式の 4 や３が、何を表し

ているのか分からない。 

② マッチ棒のまとまり

の囲み方と式とが関連

付けられない。 

③ 4＋3（n－1）という

式の n や（n－1）が何

を表すのか分からない。 

④ 4＋3（n－1）という

式と説明が関連付けら

れない。 

数量関係を式を用いて

表現する。 

簡単な式で表されている

数量関係を調べる。 

数量を表す言葉を a，x

などの式で表現する。 

数量関係を文字を用い

た式で表現する。 

中２ 
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国国国立立立教教教育育育政政政策策策研研研究究究所所所ががが   理理理科科科ののの学学学習習習指指指導導導ののの改改改善善善・・・充充充実実実ににに向向向けけけたたた   

調調調査査査分分分析析析ののの報報報告告告書書書ををを   作作作成成成しししままましししたたた   
 
平成 24 年度全国学力・学習状況調査の理科においては、小学校・中学校ともに「観察・実験の結

果などを整理・分析した上で、解釈・考察し、説明すること」などに課題が見られました。 
そこで、国立教育政策研究所は、同調査の結果を詳細に分析するとともに、観察・実験の技能の習

得状況に関する調査分析を行い、報告書に取りまとめました。 
以下、国立教育政策研究所が作成した報告書の概要について紹介します。 

 

 

１ 平成 24 年度全国学⼒・学習状況調査の結果を踏まえた詳細分析 
  

平成 24 年度全国学力・学習状況調査の結果を用い、教師や児童・生徒の意識と平均正答率に
関する分析などの詳細な分析を行うことによって、教師と児童・生徒の理科に関する意識の相違
点や、理科に関する意識と学力の関係等が明らかになりました。 

 

★★  分分析析のの結結果果ののポポイインントト  
○ 理科の取組に対する教師と児童の意識に差が見られる。（小学校） 
○ 指導のねらいが必ずしも生徒に認識されているとはいえない傾向が

見られる。（中学校） 
○ 理科の授業に対する児童・生徒の意識が高いと平均正答率が高い傾向

が見られる。（小・中学校） 
 

⇒ 学校の積極的な取組も重要だが、児童・生徒の視点をより意識した学
習指導が重要。 

 

２  観察・実験の技能の習得状況に関する調査分析 
ペーパーテストで測定が困難な観察・実験の技能の習得状況に関して、教育課程研究指定校等

の協力を得て、調査分析が行われました。  
★★  分分析析のの結結果果ののポポイインントト  

○ 多くの児童が、観察・実験器具の一連の操作ができる一方、「並列つなぎ」及び「顕微鏡の操
作」など、課題が見られるものがある。また、「方位磁針の操作」及び「顕微鏡の操作」など、
学習した学年よりも後の学年の方が操作に課題が見られるものもある。（小学校） 

○ 日常の授業において、観察・実験を班として行うことはできているが、一人一人の技能の
習得は不十分なものがある。（中学校） 

○ 技能に関する知識はあっても、実際に技能を使えない場合がある。（小・中学校） 
 

⇒ 各学校において、観察・実験器具を繰り返し操作する機会を設けたり、観察・実験を個別に行う
ような場面を設定したりするなど、指導改善を図ることが大切。 

 
本報告書及び東京都教育委員会で実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の報告書を

活用して、児童・生徒の科学的な思考力や表現力の育成を図っていきましょう。 
 
  

 ◆ 本報告書は、後⽇、国⽴教育政策研究所ウェブページに電⼦媒体が掲載され
る予定です。 

http://www.nier.go.jp/science-rpt/ 

「「「 理理理 数数数 教教教 育育育 ののの 窓窓窓」」」―――理理理数数数好好好きききののの⼦⼦⼦供供供たたたちちちををを育育育てててるるるたたためめめににに――― 

報告書（他に中学校版がある）
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（活⽤例）⼩学校３・４年⽣版「⼼ しなやかに」 第⼆章 先⼈の⽣き⽅に学ぶ 
             「ワンダフル・ヒトミ －⼈⾒ 絹枝－」① 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳の時間の授業は、他の教科等と同様に、教師が児童・生徒に学ばせ

る学習内容を明確にし、それを身に付けさせるために組織するものです。

したがって、児童・生徒が何をして、どのようなことが起きる（た）の

か、また、どのように感じたり考えたりする（した）のか…と、事前に児

童・生徒の状況を想定したり、授業中には常にそれを把握したりする視点、

すなわち「評価」（＝「児童・生徒理解」）の視点が重要となります。 

この視点から、児童・生徒の状況を想定してねらいを設定し、方法を工

夫して授業を計画するとともに、必要に応じて、方法を授業中に改善した

り授業後に見直したりすることが大切です。 

「「「 道道道 徳徳徳 教教教 育育育 ののの 窓窓窓 」」」      
―――   東東東 京京京 ののの ⼦⼦⼦ 供供供 たたた ちちち ののの 豊豊豊 かかか ななな ⼼⼼⼼ ををを 育育育 むむむ   ―――   

「ワンダフル・ヒトミ －人見 絹枝－」を中心資料とした授業を例に、授業実践のポイントについて 

２回に分けて解説します。 

 
ねらい 

 まずは、資料分析・教材研究！
教材集の「ワンダフル・ヒトミ －人見 絹枝－」の本文を、絹枝の心情の変化に着目しながら熟読す

もに、「活用のための指導資料」を参考にして資料分析を行いました。また、絹枝の生涯について

女子の陸上競技が第９回オリンピック・アムステルダム大会から採用された経緯についてなど、関連

する内容について調べました。 

るとと

や、

方法（指導過程・発問等） 

評価（児童・生徒理解） 
 

綿密な資料分析・教材研究に裏打ちされた授業実践であることが大切です。資料分析は、読み物資

料について、ねらいとする道徳的価値や関連する道徳的価値が、どのように含まれているかを明らか

にするとともに、本時のねらいの実現を目指して発問等を構成するために行います。 

また、特にこのような伝記読み物資料については、児童の疑問に分かりやすく端的に答え、学習活

動への意欲を高めることができるよう、その人物の生涯・実績（読み物資料では触れられていない部

分を含め）や時代背景等についても研究して把握します。 

「ねらい」及び「ねらいとする道徳的価値」を明確にします。  

【主題名】最後まであきらめない〔第３学年及び第４学年 １（２）〕 

【ねらい】自分でやろうと決めたことは、あきらめずに取り組み、粘り強くやり遂げる心情を育てる。 

【ねらいとする道徳的価値について】 
児童が自立し、よりよく生きていくためには、自分がやらなければならないことや自分で決めたこと

をしっかりとやり抜くことが大切です。そのためには、今よりよくなりたいと願い、努力しようとする

姿について考えを深めていくことが必要です。 

  

 「ねらい」は、児童・生徒の実態と資料との関連から、その道徳の時間に児童・生徒に身に付けさ

せることを明らかにしたものです。どのように育てたいかや何を学ばせたいかについて明確になって

いなければ、児童・生徒の評価も授業の評価もできません。評価は、「ねらい」（目標）の実現状況を

把握するものであるからです。 

一方、読み物資料の登場人物の行為やその奥にある心の動きには、様々な道徳的価値が複合的・重

層的に関わり合っています。その中の、ある一つの道徳的価値に焦点を当てて「ねらい」として明確

にし、その意味や自己との関わりについて、児童・生徒の考えを深めさせることが大切です。 
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「「「特特特別別別⽀⽀⽀援援援教教教育育育ののの窓窓窓」」」
―――全全全てててののの学学学校校校ででで実実実施施施すすするるる特特特別別別⽀⽀⽀援援援教教教育育育ののの推推推進進進をををめめめざざざしししてててーーー   

発達障害の理解（子供の様子の把握） 

教教室室にに、、⾳⾳読読がが苦苦⼿⼿なな児児童童ははいいまませせんんかか？？  

 

・ A 君は、国語の時間、漢字が読めずに音読が苦手な様子で

す。また、「かけっこ」を「かけこ」と読んでしまうこと

などがあります。その都度読み直しをさせていますが、音

読が嫌いになってしまわないか心配です。 

例例ええばば⼩⼩学学校校２２年年⽣⽣のの AA 君君はは……  

ここうういいうう場場合合……AA 君君のの様様⼦⼦をを詳詳細細にに観観察察ししままししょょうう。。
その他にどんな様子があるか そこから考えられること 

AA 君君のの「「読読みみ」」のの指指導導ににつついいてて 

○逐次読みである。 

○文末を読み間違える。 

○行をとばして読んだり、

読み違えたりする。 

○「びょういん」などの語も

うまく読めない、書けない。 

○単語をまとまりとして読むのが難しい。 

○「促音」「拗音」などが読めない。 

 
「かけっこ」という言葉は、文字では４文字で表しますが、音

では３音です。日本語は原則として、仮名１文字に対して音１

文字が対応するので、これらの語は、ほかの語に比べて読むの

が難しいといえます。 

○「音読」のつまずきは、「国語」だけのつまずきに留まらず、「算数」や「理科」
の問題文を読むなど、全ての学習活動に関わります。子供の様子を把握し、子供に
合った手だてを講じることが必要です。 

 

い
ぬ
は
な
い
ち
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き
って
ら
っこ
ま
っち 

●●単単語語ををままととままりりととししてて読読むむたためめのの指指導導ににつついいてて  
・逐次読みの場合、教科書の文を分かち書きにしたワークシート等を用意し

て、A君が単語をまとまりとして捉えやすいようにします。行間を空けれ

ば、行を読み間違うことへの対処にもなります。 

また、右に示したような課題に取り組ませることも効果的です。 

 
 

３
つ
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【課題例】

●●「「促促音音」」やや「「拗拗音音」」がが読読めめるるたためめのの指指導導ににつついいてて  
・「バット」「ラケット」「あかちゃん」「べんきょう」「しゅくだい」な

ど、「促音」「拗音」などを含んだ語をカードにしてA君に読ませること

で、A君の音読する力を伸ばします。 

 ※時間を決めて取り組ませ、どれだけ正解したかを記録して次の指導に生

かすことが大切です。 

●●ほほかかににもも……  
・A君が読める漢字と読めない漢字を把握し、読めない漢字には、振り仮名

を付けます。 

・分からない言葉を調べるなど、A君の語いを増やす指導をすることで、音

読する力の育成につなげます。 
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